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インフルエンザワクチンが新型コロナウイルス

による重度の発症を防ぐ！？

!

(2022/05/19)

Natureの「Flu vaccine could cut COVID risk」という記事を
読みました。ありがとうございます。

"

この記事では、イ
ンフルエンザワクチンは最も重篤な形態の新型コロナウイ
ルスを防ぐ可能性があるという研究を紹介しています。以
下はこの記事の引⽤です：

カタールの3万⼈以上の医療従事者を対象とした研究では、
インフルエンザワクチンを受けた⼈は、最近インフルエン
ザの予防接種を受けていない⼈と⽐較して、今後数ヶ⽉で
新型コロナウイルスによる重度の発症する可能性が90%近
く低いことがわかった。

COVID-19ワクチンの展開前に2020年後半に実施されたこの
研究は、インフルエンザワクチンやその他のワクチンを使
⽤して免疫システムを強化することで、体が新型コロナウ
イルスをかわすのに役⽴つ可能性があることを示唆する以
前の研究と⼀致している。

パンデミックの初期の数ヶ⽉で、COVID-19ワクチンがまだ
開発されている間、研究者たちは既存のワクチンが新型コ
ロナウイルスに対する保護を提供する可能性に強く興味を

https://www.nature.com/articles/d41586-022-01315-9?utm_source=Nature+Briefing&utm_campaign=d3dd4f8132-briefing-dy-20220517&utm_medium=email&utm_term=0_c9dfd39373-d3dd4f8132-46837662


持っていた。しかし、COVID-19以外の病気の予防接種を求
める⼈々は、新型コロナウイルスに感染するリスクを減ら
す他の選択をする可能性があるため、そのような効果の強
⼒な証拠を集めることは困難です。

この「健康的なユーザー効果」の影響を最⼩限に抑えるた
めに、ドーハのワイルコーネル医学カタールの感染症疫学
者であるレイス・ジャマル・アブ・ラダッド率いるチーム
は、国内の30,774⼈の医療従事者の健康記録を分析しまし
た。そのような労働者の健康関連の⾏動には、⼀般⼈⼝よ
りもおそらく少ないバリエーションがあり、バイアスは減
少しているが、おそらく排除されない、とアブ・ラダッド
は⾔う。

研究者たちは、新型コロナウイルスの陽性反応を示した518
⼈の労働者を追跡し、ウイルスの陰性反応を示した2,000⼈
以上の研究参加者と照合した。そのシーズンにインフルエ
ンザワクチンを接種した⼈は、新型コロナウイルスの陽性
反応を示す可能性が30%低く、重度のCOVID-19を発症する
可能性は89%低かった(両⽅のグループで重症例数は少な
かったが)。この研究は5⽉10⽇にmedRxivプレプリントサー
バーに投稿された。

スイスのバーゼル⼤学の疫学者ギュンター・フィンクは、
カタールの分析は、同じリンクを発⾒した他の研究がまぐ
れである可能性を減らすと述べています。彼のチームは、
インフルエンザワクチンはブラジルでCOVID-19で⼊院した
⼈々の死亡リスクの軽減に関連していると報告した。

「これは᯿要な証拠です」と、オランダのナイメーヘンに
あるラドバウド⼤学医療センターの感染症の専⾨家である
ミハイ・ネテアは⾔います。インフルエンザワクチンは新
型コロナウイルス感染だけでなく、病気の重症度の低下に
も関連しているという観察は、保護が本物であることを強



く示唆している、と彼は付け加えた。

この保護がいつまで続くかは不明です。インフルエンザワ
クチンを患い、後にCOVID-19に感染したカタールの研究の
中で、アブ・ラダッドのチームは、平均してワクチン接種
から約6週間後に発⽣した新型コロナウイルス感染を記録し
た。「この効果が⻑く続くとは思っていない」と彼は⾔
う。ネテアは、その利益は6ヶ⽉から2年続くと推測してい
る。

もしかしたら、2020年始めからの⽇本における、この新型
コロナウイルス感染重症化を防げていたのはこの理由かも
しれません。

!

新型コロナウイルスが流⾏する前に、多く
の会社員の⽅はインフルエンザワクチンを打っていたと思
います。その⽅々は重症度を免れていたともいえるかも知
れません。

!
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いつも通りの新型コロナウイルスの対策を

#

(2022/05/17)

昨⽇ツイートでも少し書きましたが、直近の⽇本の新型コ
ロナウイルスの対策状況の変化に少しみなさんも考えてい
ただいた⽅が良いと思いました。

#

異邦⼈のツイートの参考に、私も少し調べていました。

!

https://twitter.com/TQDn3MDXyRlWJU4/status/1526055383328260096
https://twitter.com/Narodovlastiye/status/1526120377222451200


毎⽇新聞の記事に、「岸⽥⾸相、6⽉にもコロナ対策⾒直し
へ 『⽇常をさらに取り戻したい』」と⾔う記事がありまし
た。ありがとうございます。以下はこの記事の引⽤です：

岸⽥⽂雄⾸相は5⽇（⽇本時間同）、⼀連の外国訪問の最後
にロンドンで記者会⾒し、新型コロナウイルス対策につい
て6⽉にも段階的に⾒直す⽅針を表明した。⽔際対策のほか
国内活動の緩和も視ᰀに⼊れる模様で、「⽇常をさらに取
り戻していきたい」と語った。

厚⽣労働省のウェブサイトの国内の発⽣状況などという
ページを確認していました。

$

今年に⼊ってからの新型コ
ロナウイルスによる死亡者数は10,000⼈以上です。その前
の2年間では約20,000⼈です。オミクロン株になってから、
死亡者数の増加が⽌まりません。

#

オミクロン株以前は流
⾏期に合わせて死亡者数が増えているだけでしたが、現在
⼀定の増加傾向にあります。

%

https://mainichi.jp/articles/20220506/k00/00m/010/002000c
https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunainohasseijoukyou.html#h2_1


 

ただ、⼊院治療等を要する者数や重症者数は今は低い数値
を示しております。このことから、医療を受けられていな
い⽅々が最近亡くなられている可能性もあると⾔うことで
す。

#

少しでも不安がある場合は検査を受けていただきた
く思います。よろしくお願いいたします。

&

https://corona.go.jp/free_inspection/


 

今はみなさん流⾏が落ち着いていると思っているかもしれ
ませんが、⽇本の⼈⼝のある⼀定数は常に無症状で罹って
いる状態といえます。また、コロナの後遺症等や他に不明
な⼩児肝炎のケースも多く報告されています。これから⽇
本は夏になりますので、出来る限りで良いですので、今ま
で通りの⾃身の対策をしていった⽅が良いかと思われま
す。

&

依然コロナに再度罹るリスクがある今現在の状況では、出
来るだけその回数を減らすようにしていかなければいけな
いと思います。これから、次の流⾏期が来ないことを祈り
ますが、恐らく来ると思います。

#
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新型コロナウイルスに感染した免疫細胞がその

重度の症状の原因かもしれない

!

(2022/04/23)

Natureの「What triggers severe COVID? Infected immune
cells hold clues」という記事を読みました。ありがとうござ
います。

"

この記事では、新型コロナウイルスに感染した
免疫細胞が重度の症状に寄与する⼤規模な炎症反応を引き
起こす可能性があるとの研究を紹介するものです。以下は
この記事の引⽤です：

最新の研究は、肺のマクロファージと⾎液中の単球の2種類
の⽩⾎球を含み、⼀度ウイルスに感染した後、炎症を引き
起こします。この研究はまた、ウイルスが免疫細胞に感染
して複製できるという決定的な証拠を提供し、それがそれ
らの細胞にどのように侵⼊するかを明らかにする。そのよ
うな感染症の証拠は今まで混ざり合っていた。

研究者たちはまた、COVID-19で死亡した⼈々の肺内の別の
タイプの免疫細胞、マクロファージを調べた。マクロ
ファージはウイルスの⼀部を含む細胞ごみを収集するた
め、マクロファージがSARS-CoV-2に感染したのか、それと
も単にこの⼀部を浸したのかを示すことは困難でした。
チームは、マクロファージの約4分の1が炎症を起こし、そ
のうちのほんの⼀部が実際にウイルスに感染していること
を発⾒した。他の感染した肺細胞である上⽪は、同じ反応
を示さなかった。

https://www.nature.com/articles/d41586-022-00965-z


結果は、ニューヘイブンのイェール⼤学医学部の免疫学者
であるEsen Sefikと彼⼥の同僚によって、bioRxiv2に投稿さ
れ、まだ査読されていない2番⽬の研究の結果と⼀致してい
ます。彼らはまた、ウイルスが⼈間の肺細胞や⼈間の免疫
系のマウスモデルのマクロファージに感染し、複製する可
能性があることを発⾒した。マクロファージはリーバーマ
ンが説明したのと同じ炎症反応を示し、最終的に死亡し
た。

しかし、アイオワ⼤学のウイルス学者でもあるスタン
リー・パールマンは、感染した免疫細胞が他の可能性のあ
るメカニズムと⽐較して重度のCOVID-19を誘発する上でど
れほど重要であるかを理解するために、フォローアップ研
究が必要であると述べています。

免疫細胞が新型コロナウイルスに感染した場合、体内の免
疫が機能しづらいことが確かなような気がします。早くこ
れらを解明できることを願っています。

#
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